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1
Python ゲートウェイ・コードの更新

このドキュメントの以前のバージョンで説明されていた Python ゲートウェイは、InterSystems IRIS バージョン 2020.3 で

のみ利用可能です。これは現在、Java、.NET、および Python をサポートしている InterSystems 外部サーバで実装され

ているテクノロジの古いバージョンです。詳細は、"InterSystems 外部サーバの使用法" を参照してください。

Python ゲートウェイ・コードは、わずかな変更のみで、新しい外部サーバ上で動作するようになります。プロキシ・オブ

ジェクトも、Python ゲートウェイで機能するのとまったく同様に機能します。主な違いは新しい $system.external インタ

フェースです。これによって、Python外部サーバへの接続とPythonプロキシ・オブジェクトの取得がずっと単純になりま

す。例えば、以下の ObjectScript コードは、Python ゲートウェイを作成し、目的の Python クラスへのパスを定義し、自

動的に接続を開始し、新しいプロキシ・オブジェクトを作成します。

  set gateway = $system.external.getPythonGateway()
  do gateway.addToPath("C:\Dev\SomeClasses.py")
  set proxy = gateway.new("SomeClasses.ClassOne")

プロキシ・オブジェクトは、古い Python ゲートウェイの場合とまったく同じように引き続き機能します。その他の例

は、"InterSystems外部サーバの使用法"の “オブジェクト・ゲートウェイ・コードのアップグレード” を参照してください。
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